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＜平成２８年度第３四半期主要事業執行状況の確認＞ 

 ○ 対  象：重点事業等３９２事業及び重点事業以外の主要事業７４事業 （12月補正後） 

 ○ 点検内容：歳入及び歳出に関する適正な執行 

 

＜執行状況と対応方針等＞ 

 ○ 重点プロジェクト（重点事業）の執行率は、全体で約６７％※１となっている。 
                             （※１ 前年度 約７３％） 

○ 重点事業以外の主要事業の執行率は、平均で約８５％※２となっている。 
                             （※２ 前年度 約７９％） 

 ○ 引き続き、各事業の進捗状況や執行見込みを確認し、適正な予算執行に努めていく。                          

 

＜調査結果概要＞ 

 

 

 

事業数 予算額 負担行為 執行率

(百万円) (百万円) (％)

①人口減少・高齢化対策 47 2,572 1,552 60.3%

②避難地域等復興加速化 16 25,174 8,760 34.8%

③生活再建支援 26 102,247 80,567 78.8%

④環境回復 27 466,292 304,794 65.4%

⑤心身の健康を守る 30 26,847 18,800 70.0%

⑥子ども・若者育成 66 22,165 14,932 67.4%

⑦農林水産業再生 55 62,098 46,108 74.3%

⑧中小企業等復興 27 154,264 92,237 59.8%

⑨新産業創造 18 18,529 15,232 82.2%

⑩風評・風化対策 40 4,846 4,281 88.3%

⑪復興まちづくり・交流ネットワーク基盤強化 40 250,864 168,407 67.1%

392 1,135,898 755,671 66.5%

74 142,185 120,345 84.6%

466 1,278,084 876,016 68.5%

※　１つの事業を複数に分けて計上している場合がある。また、予算額には前年度からの繰越を含み、翌年度への繰越を除く。
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資料３ 

本調査は、財務事務の適正化を目的とし、各事業の歳入及び歳出が的確に行われているかを把握

しているものであり、ここでいう執行率とは、予算の支出に向けて、補助金の交付決定や契約など

を行った割合を示したものである。 

このため、例えばイベントの開催を第 4四半期に予定している事業など、事業の性質上、契約等

の時期が年度後半になる事業は、執行率が低くなる。 


